平成２２年度「経営・マネージメントのためのＭＯＴ」セミナー簡易シラバス　　　講師：須貝　英雄

Ⅰ　基本的考え方

　中小・ベンチャー企業が自らの経営に活かすことを主眼として、従来のＭＯＴ（技術経営）の枠を広げかつ実務面を付加した‘広義の実践的MOT(技術経営)’の習得をめざす。
　具体的には、創業・第二創業をめざす経営者、および経営革新の立場から新規事業開拓・新分野進出あるいは既存事業の基盤強化を図ろうとする経営者のために、経営戦略・事業戦略の策定、研究開発戦略・知財戦略の策定について、その策定プロセスの習得といかにして策定するか、事例研究をまじえて学び、その上に立ってマーケッティング戦略を含んだ「ビジネスプランの策定」実践を本講座の最終ゴールとする。特に、中小・ベンチャー企業にとって最大の課題とも言える「資金調達に対するビジネスプラン策定のあり方」を学ぶ。　なお、あわせてビジネスプランの策定に必須となる「財務」に関する知識習得・実習を行う。

　結果として、「技術偏重のＭＯＴ・イノベーション」ではなく、「経営・マネージメントのためのＭＯＴ」をめざす。

Ⅱ　昨年度講座の補強

　昨年度講座のブラッシュアップを図る。　具体的には、

（１）最近の経営戦略論・分析手法の紹介、中小企業経営の実務面への活用

（２）先行技術調査・パテントマップ作成の実習補強、事業戦略・研究開発戦略策定に先立って

（３）討論型実務研修の採用、詳細後述

（４）ビジネスプラン成功事例発表、過去の事例について一種の模範例のプレゼンを行う、詳細後述

（５）より受講効果を上げるために、行動科学的観点からたとえば、

①目標の設定：毎回出席する、最終的にビジネスプランを策定する・・・等

②学習効果の測定：評価基準の設定、自己評価のレーダーチャート化、before・afterの把握

③結果のフォローアップ：経営・事業への支援、ビジネスプランコンペへの参画支援・・・等
Ⅲ　学習目標：ゴール

　経営戦略、事業戦略、研究開発戦略、知的財産戦略、マーケティング戦略、財務等について習得した知識をベースとして、自らの経営・業務に直結し役立つビジネスプランの策定を最終目標とする。当面具体的な自らのテーマが見つからない場合には、後述の「討論型実務研修」から得られたテーマを取り上げるかあるいは仮想的なテーマでもＯＫとする。
Ⅳ　プログラム概要

１．初日：10時30分～17時

（１）オリエンテーション

　①主催者挨拶・説明（ファルマバレー）　②自己紹介：受講の動機、抱負等を含む　③講座の概要紹介

　④受講に際しての留意事項等の説明　⑤講座の意義・目的、効果・アウトプット

（２）モジュール１：経営戦略・事業戦略の策定と実践

経営戦略、研究開発戦略の策定・実践のあり方について解説し、今後の経営革新への一助とする。そのための分析手法の研究や事例研究およびそれに基づくグループディスカッションも行う。
①MOT（技術経営）の必要性　②経営戦略策定プロセス　③事業戦略・商品開発戦略と研究開発戦略

２．２日目：13時～17時

モジュール２：研究開発戦略の策定と進捗管理

　研究開発戦略の策定および研究開発計画の立案・実施・進捗管理について、そのあり方とアプローチ法を学ぶ。

①研究開発戦略の策定　②研究開発計画の立案と進捗管理　③研究開発成果の評価：技術評価

３．３日目：13時～17時

　モジュール３：知的財産戦略の策定およびその戦略的な創造と活用

　　知的財産の基礎知識習得とそれに基づく知的財産の戦略的な創造と活用のあり方について学ぶ。あわせて、事業戦略策定の前提となる先行技術調査・特許情報検索についての実習を行う。

①中小企業と知的財産　②知的財産戦略および管理　③知的財産の基礎知識
④知的財産の戦略的な創造と活用
４．４日目：13時～17時
　モジュール３（続き）：⑤先行技術調査・特許情報検索実習
事業戦略・研究開発戦略策定に先立って前提となるパテントマップの作成、実習を含む。
５．５日目：13時～17時

モジュール４：あなたの企業の未来づくり・・・討論型実務研修
４～５名によるチーム編成とし、
1� 事前講義、１時間　②新規事業策定の準備：各人によるカードへの書き込み、１時間

③グループとしての新規事業策定：グループ討議、１時間　

④各グループによるプレゼンテーション、１時間

最終ゴールであるビジネスプラン作成において当面自らのテーマがない場合には、ここで策定された新規事業をテーマとしてもＯＫとする。

６．６日目：13時～17時

　モジュール５：財務

　　ビジネスプラン策定に必須となる財務諸表（損益計算書、資金調達計画、貸借対照表等）について、その読み方・分析の仕方等基礎知識の習得、さらにそれに基づく実践演習を行う。

７．７日目：13時～17時

　モジュール６：マーケティング戦略・戦術およびビジネスプラン模範事例の発表

（１）マーケティング戦略・戦術

シーズ側の研究開発に対応して、ニーズ・ウオンツ側のマーケティングについて、その内容と構成、戦略策定の仕方等について、事例研究も含めながら学ぶ。

①マーケティングの定義と現状の動向　②経営戦略・事業戦略とマーケティング戦略・戦術

③マーケティングの類型　④マーケットリサーチ、情報検索　⑤製品戦略

（２）ビジネスプラン模範事例の発表

　　過去の受講生によるプレゼンテーション

８．８日目：13時～17時

モジュール７：ビジネスプランの作成

　本講座の集大成として、ビジネスプラン（事業計画書）の意義・狙い、策定の仕方・ポイント、さらにそのプレゼンテーションのあり方について学び・実践する。中小・ベンチャー企業にとって最大の課題である、補助金・助成金の獲得等を含めた「資金調達戦略」について、特に競合他社との差別化に必須となる研究開発要素をビジネスプランに盛り込むことを学ぶ。

①ビジネスプランとは　②ビジネスプラン作成の狙い　③ビジネスプランのポイント
④プレゼンテーションの狙いとあり方　⑤ビジネスプランの具体的構成と内容

⑥事業計画書作成における「戦略策定・問題解決技法」⑦事業計画書作成時の留意点

９．９日目：13時～17時
　モジュール７：ビジネスプランの作成（続き）

前回の講義を踏まえて、その作成･まとめ、および最終日の各自のプレゼンに対する準備を行う。

10．10日目：10時30分～17時

　モジュール８：ビジネスプランのプレゼンテーション

本講座のゴールとして、自らの業務に関連したテーマに基づいて自らが作成したビジネスプランのプレゼンテーションを行う。なお、前述のように、モジュール４で策定されたテーマについても積極的な挑戦を図る。
Ⅴ　その他

　講座の効果を上げるための施策
①交流会の開催：初日、最終回等（自己負担金2,000円）
　②（財）しずおか産業創造機構ファルマバレーセンター、ぬまづ産業振興プラザをはじめとした相談コーナーの紹介・開設
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